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高知学園短期大学 三 浦 かず子 (修士７期生)






看護基礎教育に携わる教員の立場として升田茂章さん (高知県立大学看護学部) から､ 看護基礎教育の
現状の中で､ 講義－演習－実習のつながりを意識しながら学生とかかわっている｡ 既習の知識を活用した
り､ 関連づけて考えることが難しい､ イメージができないといった学生の特徴を踏まえて､ 学生自身が考
える力をいかに引き出すか､ 思考力をどう育むかを大事にしたかかわり方を模索していることについて話
題提出していただいた｡
実地指導者として新人看護師教育にかかわった経験を通し宮崎里沙さん (高知医療センター) から､ 病
棟のルチーンワークは問題なくできても､ 患者に必要な看護が実践できないのはなぜかという問題提起が














高知医療センター 寺 岡 美千代 (修士11期生)





話題提供者は､ 高知県立大学看護学部助教の井上正隆氏 (修士６期生) であった｡



































お二人の話題提供からは､ 継続教育として 『倫理』 をとりあげることで､ オープンに意見交換できる組
織作りができること､ そして､ 実際の困難ケースの場合は､ 第三者 (スペシャリスト､ ファシリテーター
等) にも関与してもらうことで､ 当事者の価値対立の解明や優先順位の判断が行える可能性について確認
した｡
また後半では ｢Jonsenの臨床倫理四分割法｣ を用いて､ 新人看護師の考えた優先順位と先輩看護師の行
動 (優先順位) が異なったという身近な事例を通して皆で意見交換を行った｡ 四分割法で新人・先輩それ
ぞれが何を優先すべきと考えたかを出し合う中で､ 互いの価値観を認め合う雰囲気と､ その中で ｢何が患







高知県立大学看護学部 藤 田 冬 子





話題提供者は､ 認定後２年目の専門看護師 (以下､ ＣＮＳ) で､ 小児専門看護師の三浦由紀子氏 (高知
県・高知市病院企業団立高知医療センター)､ がん看護専門看護師の平田佳子氏 (財団法人倉敷中央病院)

















高知市保健所 北 村 真由美 (34期生)





話題提供者の野口裕子さん (高知県障害保健福祉課)､ 島真由美さん (大川村役場総務課) からは､
新任保健師として採用されてからの数年間の活動と新任保健師支援プログラムで支援を受けた内容につい
て､ 自分自身の保健師としての成長を振り返りながら語っていただきました｡






駐在制の時代を懐かしむ声や､ 住民に育ててもらった経験など､ 様々な意見が出る中で､ 現在管理者の
立場にある参加者からは､ 新任期保健師のおかれている状況の大変さに理解を示しつつ､ 今の自分の立場
でできるＯＪ Ｔ (On-the-Job Training) について思案している様子が語られました｡ 中堅保健師からは､
プリセプターの役割や､ 若手と中堅の間の立場での仕事のむずかしさ等が課題として挙げられました｡
新人保健師からは､ 新任保健師支援プログラムの参加が ｢負担に感じることもある｣ と率直な意見が





高知県立大学看護学部 池 添 志 乃 (34期生)












話題提供者として､ 桑原瞳さん (高知市行川中学校養護教諭) と岡田久子さん (高知大学医学部看護学
科) にお話をしていただいた｡ ２年目の養護教諭である桑原さんからは､ ｢１年間を通しての困難感と克


















高知県立大学看護学部 山 中 福 子
高知県立大学看護学部 松 本 鈴 子
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このワークショップは､ 先輩看護師の体験から新卒の時期をどのように乗り越えてきたかを聴き､ さら
に今､ 奮闘中の体験を参加者とともに共有しながら､ あらためて学生時代の学びを確認し､ これからの活
動に活かすことをねらいとしました｡
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大学を卒業して２年になる看護師谷本和香菜さん (55期生：高知赤十字病院) と､ 大学を卒業後､ 助産
課程に進学し､ 助産師資格を取得され２年になる西浦渚さん(54期生：高知医療センター)をお迎えし､ 新
卒時代の１年間に感じた課題とそれをどのように乗り越えたかを紹介いただきました｡
谷本さんは､ 入職当初､ 看護技術が課題でしたが､ 周囲に自ら状況を説明し､ 力を借りて乗り越えられ
ていました｡ そして､ 勤務に慣れてからの課題は､ 重症・緊急患者さんのケアと他の業務を同時に行うと
いう多重課題への対応でした｡ 多重課題に対しては､ 優先順位を考えるといった ｢考える力｣ で乗り越え
られていました｡ ４年間の授業・実習で問われ続けたことが考える習慣の基盤となり､ さらに看護師とし
ての責任を自覚したことが考える力になったと紹介されました｡ 西浦さんは､ 大変だった助産実習を乗り
越えられたことが大きな自信となっていること､ 就職してからも､ 患者さんや家族､ 先輩に助けていただ
きながらも､ 経験の１つ１つを常に振り返り､ 課題を持つという取り組みを紹介されました｡ 大学､ 助産
課程をとおして､ ｢考える姿勢｣ が身につき､ 壁と感じる前に出来事を振り返り､ その時の自分を知る｡
このことが業務の段どりや､ 時間をやりくりするなどにつながっているということでした｡
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いるということでした｡ 看護者として成長するうえで重要である ｢看護を考える｣ という基盤がしっかり
と卒業生の中に育っているのを確認できたワークショップとなりました｡
